
 

 
 
 
 
 
 

暑さ強まる時期となりましたが、保護者の皆さま、地域の皆さまにおかれましては益々

ご清祥のこととお喜び申し上げます。また、日ごろより「こども１１０番」活動に対しご

理解・ご協力をいただき誠にありがとうございます。 

最近のニュースで、多数の自治体にこどもを誘拐するという内容の脅迫メールが送ら

れてきています。その他にも今まで考えられなかった事件やこどもが犠牲になる事件も

多数おきています。そのような中で、地域のこどもたちの安心安全について、多くの方に

関心を寄せていただいていること感謝申し上げます。先日、今年度第１回の七次台中学

校区こども１１０番実行委員会を開催しました。以下会議の報告書を掲載しますので、

今後の活動にお役立ていただければ幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お願い 

 〇夏休み中のこどもたちを家庭・地域で見守ってください。 

 ・危険な場所（道路、調整池、工事現場、駐車場、人目につかない場所）での遊びや、危険 

な遊び（塀のぼり、つり、花火、など）を見かけたら、止めるよう声をかけてください。 

 ・夜遅くの外出はさせないでください。塾や習い事の後は速やかに帰宅するよう 

ご指導ください。 

 〇「こども１１０番の家」にご協力ください！                 

  緊急時のこどもたちの逃げ込み先としてご協力いただいている「こども１１０番の家」 

  ですが、同時に、安全に対する意識や防犯体制がしっかりした地域であることをアピール

でき、犯罪への抑止力にもなります。 

 

 

 

 

  

第１号    

令和４年７月吉日    

七次台中学校区こども１１０番実行委員会    

 

   犯罪防止・防犯活動には、「地域・学校・家庭の連携」が欠かせません。 

   こどもたちの様子でお気づきのことがありましたら、学校までお知らせください。 

 清小 ℡ ４９１－８０７０ 七小 ℡ ４９１－５７８０ 七中 ℡ ４９１－１２７５ 

令和４年度 第１回七次台中学校区こども１１０番３校合同会議 報告書 

期日：令和４年６月２１日（火）会場：七次台中学校 会議室 

１． はじめの言葉 （事務局：七次台中学校 清野教頭） 

 今年４月に着任しました。こどもたちが安全に登校できるよう皆さんで充実した話し合い

ができればと思います。よろしくお願いします。 

２．実行委員長挨拶 （七次台中学校 亀川会長） 

   本日はお忙しい中お集まりいただきましてありがとうございます。 

さて、本日は２時間という短い時間ではありますが、こどもたちの為に今年度、また来年 

   度と継続して、通学路についてこのメンバーで一丸となって考えていきたいと思います。と

はいいましてもＰＴＡ活動は楽しく行っていくものだと思っておりますので、皆さまの忌憚

のないご意見や感想なども交えて交流を深めながら進めていきたいと思います。 

本日はどうぞ宜しくお願いいたします。 

３．協議事項 

 （１）組織について 

・ 事務局  ： 七次台中学校 

・ 委員長  ： 亀川 香  （七次台中学校 ＰＴＡ会長） 

・ 副委員長： 中野 七生 （清水口小学校 ＰＴＡ会長） 

       中村 嘉裕 （七次台小学校 ＰＴＡ会長） 

 （２）令和４年度の取り組みについて 

   ①協力家庭、事業所数  

＜清水口小学校＞・協力家庭 58軒  ・看板 7枚 ・パトロールシート 172枚配布 

＜七次台小学校＞・協力家庭 117軒 ・看板 8枚 ・パトロールシート 88枚配布 

＜七次台中学校＞・協力事業所 41軒 ・パトロールシート 23枚配布 

  （３）要望書の提出について 別紙参照 

      中学校区毎の要望枠は１０箇所。 

七次台中学校区で取りまとめ、６月１８日までに市Ｐ連に提出済 

（４）休業中のパトロールについて 

・青パトを使用してのパトロール 

７月１４日（木）１７：１５～１８：３０  

１台に。亀川・久保 

・自転車パトロール 

七小学区 ８月２日（雨天時予備日５日）９：００～１０：００ 

清小学区 学区内一斉ではなく、校区内１５地区毎に個別に実施し、担当 

の校外委員に自分の地区をしっかり巡回してもらう方式をとっている。時 

期は８月下旬を予定。 

 

４．その他情報交換等 

• 道路の草刈りは、市道だけでなく県道も市が代行できるので市に連絡を。 

• 団地内の公園で、他地区の住民やこどもが日曜朝からピクニックやスケボーをし

ていて騒々しいが、自治会・管理組合の住民も高齢化しており注意が行き届かな

いので学校で指導をして欲しいとの声がある。 

• 「通学路は、学校が決めているのか」⇒学校側は、危険箇所等を踏まえた推奨ル

ートを指導している。中学生だと、自ら考える力を伸ばすことも大切になってく

る。保護者や児童・生徒に通学路を守ってもらう意識づけも必要。 

• 横断歩道が消防小屋前から遠山珈琲前に移設された。多くの児童が横断するの

で、旗の設置を市に要望したい。 

• 清水口三丁目セブン前交差点は、歩車分離式であることが認識されやすいよう、

スクランブル交差点化してはどうか。 

• 「下校中の児童への、業者のセールス行為や署名活動についての見解は」⇒道路

や敷地の管理者の許可を得ている場合、禁止はできないので児童の側への指導と

いうことになる。 
  

５．終わりの言葉（七次台中学校 清野教頭）    

   本日は、いろいろなことを考えるきっかけとなりました。コロナで地域とのつながり 

が薄れていましたが、今年度、コロナ前の日常を徐々に取り戻していく過程で、地域・ 

保護者とのつながりを再び構築しながら、課題の解決にあたっていきたいと思います。 


